
警告灯や音でシートベルトの着用を促す為に乗員の着座を検知するセンサです。
センシング部はメンブレンスイッチ構造となっている為、着座検知以外の用途にも応用可能です。

■特徴
・着座時に違和感を与えないフィルムベースのセンサ
・シートに合わせた様々な形状、動作荷重(※)のカスタム対応が可能
・長年の車載実績で培われた高い信頼性

※動作荷重・・・センサ構造によりカスタム対応可能

■センサ回路例 ■センシング部構造

■製品仕様
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V
V

項目
定格電圧

使用電圧範囲
使用温度範囲
保存温度範囲
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※本カタログの内容は予告なく変更する場合があります。また、全ての情報を含む
ものではありません。特に安全設計につきましては納入仕様書の取り交わしよりご

確認頂くとともに、貴設計の回路もしくはセットとしての安全性をご確認下さい。
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